
(57)【要約】

【課題】　接続信頼性が高く、部品コスト、加工コスト

を抑制することを可能にしたモータアクチュエータを提

供する。

【解決手段】　モータ端子８に給電用のアクチェータコ

ネクタ端子９を接続したモータアクチュエータにおいて

、モータ端子８とアクチェータコネクタ端子９とをスポ

ット溶接により接続する。これにより、鉛フリーのはん

だによるはんだ付けに比べて接続信頼性が高く、また、

アクチェータコネクタ端子９は１部品でよいので、部品

コストが安く、かつアクチェータコネクタ端子９の加工

コストも制御することができる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 モ ー タ 端 子 に 給 電 用 の ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 を 接 続 し た モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ に お
い て 、
　 前 記 モ ー タ 端 子 と 前 記 ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 と を ス ポ ッ ト 溶 接 に よ り 接 続 し た こ と
を 特 徴 と す る モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 は 、 端 子 本 体 部 の 先 端 部 に 、 前 記 端 子 本 体 部 の 面 と 同 一
面 を な す 板 状 の 接 続 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 接 続 部 の 前 記 モ ー タ 端 子 に 対 向 す る 端 縁 部 に 突 起
部 が 形 成 さ れ た も の で あ り 、 前 記 突 起 部 を 前 記 モ ー タ 端 子 に ス ポ ッ ト 溶 接 し た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 は 、 端 子 本 体 部 の 先 端 部 に 、 前 記 端 子 本 体 の 面 に 対 し て
ほ ぼ 直 角 に 折 曲 さ れ た 板 状 の 接 続 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 接 続 部 の 前 記 モ ー タ 端 子 に 対 向 す る
面 に リ ブ が 形 成 さ れ た も の で あ り 、 前 記 リ ブ を 前 記 モ ー タ 端 子 に ス ポ ッ ト 溶 接 し た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ に 関 し 、 特 に 、 自 動 車 用 空 調 装 置 に お け る 通 風 路 の 切 り
替 え 等 を 行 う ド ア の 制 御 等 に 利 用 さ れ る モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 こ の 種 の モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ は 、 ド ア の 駆 動 力 を 発 生 す る モ ー タ を 備 え て お
り 、 そ の 内 部 で は 、 コ ネ ク タ の ア ク チ ュ エ ー タ 端 子 か ら モ ー タ に 給 電 す る ア ク チ ェ ー タ コ
ネ ク タ 端 子 が モ ー タ 端 子 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の モ ー タ 端 子 と ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子
と の 接 続 に は 、 は ん だ 付 け が 一 般 に 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ８ は 、 従 来 の モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ の 、 上 部 カ バ ー を 外 し た 状 態 の 平 面 図 、 図 ９ は 、
図 ８ の Ｄ － Ｄ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ は 、 ケ ー ス １ と 、 こ の ケ ー ス １ 内 に 収 納 さ れ
た モ ー タ ２ と 、 こ の モ ー タ ２ の 出 力 軸 ３ に 取 り 付 け ら れ た ウ ォ ー ム ギ ヤ ４ に 順 次 噛 み 合 う
よ う 構 成 さ れ た 減 速 歯 車 ５ ， ６ ， ７ と を 備 え て い る 。 モ ー タ ２ は 、 そ の 後 部 に 一 対 の 板 状
の モ ー タ 端 子 ８ ， ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の モ ー タ 端 子 ８ ， ８ と コ ネ ク タ の ア ク チ ュ エ ー
タ 端 子 と の 間 に は 、 一 対 の ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 ９ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 ９ は 、 そ の モ ー タ 側 先 端 に 中 央 に ス リ ッ
ト を 構 成 す る よ う に 一 対 の 接 続 片 １ ３ ， １ ４ が 一 体 に 形 成 さ れ て お り 、 こ の 接 続 片 １ ３ ，
１ ４ の 間 の ス リ ッ ト に 板 状 の モ ー タ 端 子 ８ ， ８ を 圧 入 し 、 最 終 的 に 、 そ の 圧 入 部 分 を は ん
だ 付 け す る こ と に よ っ て ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 ９ と モ ー タ 端 子 ８ ， ８ と を 電 気 的 に 接
続 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 こ の は ん だ 付 け に よ る ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 と モ ー タ 端 子 と の 接 続 以 外 に 、
ク リ ッ プ 状 の ば ね 接 点 を 用 い る 方 法 も 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 接
続 方 法 は 、 ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 に ク リ ッ プ 状 の ば ね 接 点 を 設 け 、 そ の ば ね 接 点 が 板
状 の モ ー タ 端 子 を 両 面 か ら 挟 持 す る よ う に し 、 ば ね 接 点 の ば ね 力 に よ る モ ー タ 端 子 へ の 圧
接 に よ り 電 気 的 に 接 続 す る よ う に し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ １ ３ １ ５ ６ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 近 年 の 環 境 上 の 理 由 か ら 、 は ん だ 付 け に は 、 鉛 フ リ ー の は ん だ を 使 用 す る よ う に な っ て
き て い る 。 し か し な が ら 、 鉛 フ リ ー の は ん だ は 、 未 だ 技 術 的 に 確 立 し て い な い の で 、 は ん
だ 接 合 時 に 濡 れ 性 の ば ら つ き に よ る 接 合 不 良 が 生 じ て し ま う と と も に 、 融 点 の 仕 様 が 高 温
の た め 設 備 へ の 負 担 が 大 き く 、 か つ は ん だ 自 体 の コ ス ト も 高 い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う な ば ね 接 点 を 用 い る も の は 、 ば ね 接 点 を 別 部 品
と し て ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 に 取 り 付 け る 必 要 が あ る た め 、 部 品 点 数 が そ れ だ け 増 え
る と と も に 、 ば ね 接 点 を か し め 、 モ ー ル ド 等 に よ り 取 り 付 け る た め 製 造 コ ス ト も 高 く な る
と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 接 続 信 頼 性 が 高 く 、 か つ 部 品 コ
ス ト お よ び 加 工 コ ス ト を 抑 制 す る こ と を 可 能 に し た モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 で は 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に 、 モ ー タ 端 子 に 給 電 用 の ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端
子 を 接 続 し た モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ に お い て 、 前 記 モ ー タ 端 子 と 前 記 ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク
タ 端 子 と を ス ポ ッ ト 溶 接 に よ り 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ が 提 供 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う な モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ に よ れ ば 、 モ ー タ 端 子 と ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 と
を 当 接 さ せ 、 両 側 か ら 溶 接 電 極 を 当 て て ス ポ ッ ト 溶 接 す る こ と に よ り 、 両 端 子 を 接 続 す る
こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ は 、 モ ー タ 端 子 と ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 と が ス ポ ッ
ト 溶 接 に よ り 接 続 す る の で 、 鉛 フ リ ー の は ん だ に よ る は ん だ 付 け に 比 べ て 接 続 信 頼 性 が 高
く 、 ま た 、 ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 は １ 部 品 で よ い の で 、 部 品 コ ス ト が 安 く 、 か つ ア ク
チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 の 加 工 コ ス ト も 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す 、 上 部 カ バ ー を 外 し
た 状 態 の 平 面 図 、 図 ２ は 、 図 １ の Ａ － Ａ 矢 視 断 面 図 、 図 ３ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の モ ー タ
ア ク チ ュ エ ー タ の 溶 接 工 程 を 示 す 平 面 図 、 図 ４ は 、 図 ３ の Ｂ － Ｂ 矢 視 断 面 図 で あ る 。 な お
、 図 １ な い し 図 ４ に お い て 、 図 ８ お よ び 図 ９ と 同 一 部 品 、 同 一 機 能 の も の は 同 一 符 号 で 示
し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 こ の モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ は 、 ケ ー ス １ と 、 こ の ケ ー ス
１ 内 に 収 納 さ れ た モ ー タ ２ と 、 こ の モ ー タ ２ の 出 力 軸 ３ に 取 り 付 け ら れ た ウ ォ ー ム ギ ヤ ４
に 順 次 噛 み 合 う よ う 構 成 さ れ た 減 速 歯 車 ５ ， ６ ， ７ と を 備 え て い る 。 ケ ー ス １ は 、 そ の 上
端 縁 に 段 部 １ ａ が 周 設 さ れ て お り 、 そ の 段 部 １ ａ に 上 部 カ バ ー （ 図 示 せ ず ） を 被 せ る こ と
に よ り 、 ケ ー ス １ お よ び 上 部 カ バ ー の 外 周 部 に 一 体 に 形 成 さ れ た 複 数 の フ ッ ク が 互 い に 嵌
合 さ れ て ケ ー ス １ と 上 部 カ バ ー と が 固 定 さ れ る こ と に よ り モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ を 構 成 す
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 モ ー タ ２ は 、 そ の 後 部 に 一 対 の モ ー タ 端 子 ８ ， ８ が 突 設 さ れ て い る 。 こ の モ ー タ 端 子 ８
， ８ は 、 そ れ ぞ れ 互 い に 対 向 し た 板 状 の 形 状 を 有 し て お り 、 こ れ に 一 対 の ア ク チ ェ ー タ コ
ネ ク タ 端 子 ９ ， ９ が 接 続 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 ９ は 、 細 長 い 板 状 の 端 子 本 体 部 ９ ａ と 、 モ ー タ 側 の 先 端 に 設
け ら れ た 接 続 部 ９ ｂ と 、 基 端 部 に 設 け ら れ た コ ネ ク タ ピ ン ９ ｃ と が 一 体 に な っ た １ 部 品 で
構 成 さ れ て い る 。 接 続 部 ９ ｂ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 端 子 本 体 部 ９ ａ の 先 端 部 か ら 端 子 本
体 部 ９ ａ と 同 一 面 を な す よ う に 立 ち 上 が り 、 モ ー タ 端 子 ８ の 面 に 対 し て ほ ぼ 直 角 に な っ て
い る 。 ま た 、 接 続 部 ９ ｂ は 、 モ ー タ 端 子 ８ に 向 く 側 の 端 縁 部 が 、 側 面 ほ ぼ 三 角 状 の 突 起 部
９ ｄ が 形 成 さ れ て い て 、 モ ー タ 端 子 ８ の 面 に 点 接 触 す る よ う に し て い る 。 コ ネ ク タ ピ ン ９
ｃ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 端 子 本 体 部 ９ ａ の 基 端 部 か ら 外 側 方 向 に 直 角 に 折 り 曲 げ ら れ て
、 ケ ー ス １ お よ び 上 部 カ バ ー の 側 部 に 一 体 に 形 成 さ れ た コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 部 に
突 出 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 ９ と モ ー タ 端 子 ８ と の 接 続 は 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に
、 突 起 部 ９ ｄ の 頂 点 を モ ー タ 端 子 ８ の 面 に 当 接 さ せ 、 モ ー タ 端 子 ８ お よ び 接 続 部 ９ ｂ に 対
し て 両 側 か ら 溶 接 電 極 １ １ ， １ １ で 加 圧 し な が ら 、 溶 接 電 極 １ １ ， １ １ に 溶 接 電 流 を 流 す
。 こ れ に よ り 、 モ ー タ 端 子 ８ と 突 起 部 ９ ｄ と の 点 接 触 部 分 に 電 流 が 集 中 し て 流 れ 、 ス ポ ッ
ト 溶 接 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ は 、 ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 の 別 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
　 こ の ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 ９ は 、 破 線 で 示 し た 接 続 片 １ ３ を 含 ん だ も の が 従 来 、 は
ん だ 付 け さ れ て い た も の （ 図 ９ 参 照 ） と 同 じ も の で あ り 、 そ の 形 状 の も の か ら 円 で 示 し た
部 分 を プ レ ス で 打 ち 抜 く こ と に よ っ て 形 成 し て い る 。 こ の よ う に 、 従 来 の 形 状 の も の で あ
っ て も 、 モ ー タ 端 子 ８ の 内 側 に 位 置 す る 接 続 片 １ ３ を そ れ ぞ れ 除 去 す る こ と に よ っ て 、 従
来 の ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 を 無 駄 に す る こ と な く 、 ス ポ ッ ト 溶 接 対 応 の ア ク チ ェ ー タ
コ ネ ク タ 端 子 ９ に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す 、 上 部 カ バ ー を 外 し
た 状 態 の 平 面 図 、 図 ７ は 、 図 ６ の Ｃ － Ｃ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 ９ は 、 そ の 接 続 部 に お け る 接 続 の 信
頼 性 を 改 善 し た 構 造 に し て い る 。 す な わ ち 、 こ の ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 ９ は 、 端 子 本
体 部 ９ ａ の 先 端 を 、 端 子 本 体 部 ９ ａ の 面 に 対 し て モ ー タ ２ の 方 向 に 直 角 に 折 り 曲 げ 、 さ ら
に そ の 折 り 曲 げ た 部 分 を モ ー タ 端 子 ８ よ り 上 方 に 延 出 さ せ て 接 続 部 ９ ｂ を 形 成 し て い る 。
こ の 接 続 部 ９ ｂ は 、 ま た 、 モ ー タ 端 子 ８ と 対 向 す る 部 分 に モ ー タ 端 子 ８ の 側 に 突 出 し た リ
ブ ９ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 接 続 部 ９ ｂ の リ ブ ９ ｅ が モ ー タ 端 子 ８ の 平 面 部 と
線 接 触 の 状 態 に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 ９ に お い て も 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 リ ブ ９ ｅ の 稜 線 を モ
ー タ 端 子 ８ の 面 に 当 接 さ せ 、 モ ー タ 端 子 ８ お よ び 接 続 部 ９ ｂ に 対 し て 両 側 か ら 溶 接 電 極 １
１ ， １ １ で 加 圧 し な が ら 、 溶 接 電 極 １ １ ， １ １ に 溶 接 電 流 を 流 す こ と に よ り 、 モ ー タ 端 子
８ と 突 起 部 ９ ｄ と が ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で は モ ー タ 端 子 ８ と ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 ９ の 突 起
部 ９ ｄ が 点 接 触 に 近 い 状 態 で ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ る の に 対 し 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 リ ブ
９ ｅ に よ り 線 接 触 で ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ る た め 、 ス ポ ッ ト 溶 接 の 部 分 の 面 積 が 大 き く な り 、
接 続 の 信 頼 性 が よ り 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す 、 上 部 カ バ ー を 外 し た
状 態 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ の 溶 接 工 程 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 図 ３ の Ｂ － Ｂ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子 の 別 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す 、 上 部 カ バ ー を 外 し た
状 態 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の Ｃ － Ｃ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の モ ー タ ア ク チ ュ エ ー タ の 、 上 部 カ バ ー を 外 し た 状 態 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の Ｄ － Ｄ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ 　 ケ ー ス
　 １ ａ 　 段 部
　 ２ 　 モ ー タ
　 ３ 　 出 力 軸
　 ４ 　 ウ ォ ー ム ギ ヤ
　 ５ ， ６ ， ７ 　 減 速 歯 車
　 ８ 　 モ ー タ 端 子
　 ９ 　 ア ク チ ェ ー タ コ ネ ク タ 端 子
　 ９ ａ 　 端 子 本 体 部
　 ９ ｂ 　 接 続 部
　 ９ ｃ 　 コ ネ ク タ ピ ン
　 ９ ｄ 　 突 起 部
　 ９ ｅ 　 リ ブ
　 １ ０ 　 コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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